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更
科
は
、
北
海
道
の
風
俗
や
ア
イ
ヌ

文
化
の
解
説
な
ど
で
ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ

放
送
に
出
演
す
る
機
会
が
多
く
あ
り
ま

し
た
。更
科
資
料
に
は
放
送
台
本
類
も

あ
り
、
そ
の
中
の
一
つ
に
、
北
海
道
放
送

（
Ｈ
Ｂ
Ｃ
）の「
ふ
る
さ
と　
て
し
か
が
」の

台
本
が
あ
り
ま
す
。

　
『
弟
子
屈
町
史
―
昭
和
56
年（
１
９
８

１
年
）』に
よ
れ
ば
、弟
子
屈
で
テ
レ
ビ
放

送
が
き
れ
い
に
受
信
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
の
は
、１
９
６
４（
昭
和
39
）年
12
月

６
日
、
仁
多
山
に
テ
レ
ビ
中
継
所
が
設

置
さ
れ
て
か
ら
で
し
た
。こ
の
弟
子
屈

の
記
念
す
べ
き
日
に
合
わ
せ
て
、
北
海

道
放
送
で
記
念
番
組
が
組
ま
れ
た
の
で

す
。番
組
収
録
は
12
月
５
日
に
行
わ
れ
、

出
演
者
は
当
時
の
横
山
徳
住
弟
子
屈
町

長
、
瀬
野
清
弟
子
屈
町
文
化
協
会
会
長
、

郷
土
史
研
究
家
・
更
科
源
藏
、
司
会
は
阿

部
謙
夫
北
海
道
放
送
社
長
と
遠
藤
ア
ナ

ウ
ン
サ
ー
で
し
た
。12
月
８
日
に
放
送

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

台
本
に
は
番
組
全
体
の
流
れ
が
書
か

れ
て
い
ま
す
。ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
問
い

に
更
科
が
答
え
る
形
に
な
っ
て
い
て
、

　

�

和
人
と
し
て
最
初
に
弟
子
屈
を
訪

れ
た
人
は
松
浦
武
四
郎

　


地
名
の
由
来

　


先
住
民
ア
イ
ヌ
と
受
刑
者

　

�

当
時
の
ア
イ
ヌ
の
生
活
―
豊
富
な

採
取
資
源
・
平
和
な
ア
イ
ヌ
同
士
の

交
易

　


温
泉
開
拓
者
―
白
虎
隊
の
落
武
者

　

�
更
科
の
父
が
農
業
を
創
設
し
た
こ

と

　


硫
黄
の
発
見

　


帝
室
御
料
地
の
意
義

　

な
ど
が
尋
ね
ら
れ
、
フ
ィ
ル
ム
映
像

と
更
科
の
解
説
で
弟
子
屈
が
紹
介
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
後
、
阿
部
社
長
を
進
行
役
に
、
横

山
町
長
、
瀬
野
文
化
協
会
会
長
の
座
談

会
が
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

更
科
資
料
に
は
数
点
の
録
音
テ
ー
プ

が
あ
り
ま
す
が
、
経
年
劣
化
で
傷
ん
で

い
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
他
の
メ
デ
ィ

ア
変
換
し
よ
う
に
も
で
き
な
い
状
態
で

す
。レ
コ
ー
ド
盤
に
放
送
を
録
音
し
た

も
の
も
あ
り
ま
し
た
が
、
保
存
状
態
が

良
く
な
く
、
レ
コ
ー
ド
盤
表
面
に
蒸
着

し
た
ビ
ニ
ー
ル
が
劣
化
で
バ
ラ
バ
ラ
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。早
い
時
期
に
メ
デ

ィ
ア
変
換
を
し
て
お
け
ば
と
悔
や
ま
れ

ま
す
。

　

こ
の
番
組
も
含
め
て
、
録
音
テ
ー
プ

や
Ｖ
Ｔ
Ｒ
が
ど
こ
か
に
保
存
さ
れ
て
い

る
と
、
更
科
文
学
に
お
い
て
文
字
で
は

表
現
で
き
な
か
っ
た
こ
と
、
例
え
ば
更

科
の
北
海
道
の
歴
史
や
風
俗
の
捉
え

方
、
更
科
の
人
物
像
が
さ
ら
に
分
か
る

の
で
す
が
。

放送台本『ふるさと  てしかが』

●更科源藏資料紹介

第
100
回

原

野

紀

行

更科源藏（さらしなげんぞう）
●1904（明治37）年、弟子屈
町熊牛原野（南弟子屈）に生
まれ、1985（昭和60）年に81
歳で逝去。東京麻布獣医学
校を中退した後、尾崎喜
八、高村光太郎に師事し、
詩作を中心に郷土史、アイ
ヌ文化研究など主に文学
活動を続けた。
▶�弟子屈町で所蔵してい
るさまざまな資料を紹
介する。

著書の検印などに使
っていた自作のエゾ
シカ印

台本の表紙（上）と出演者欄（左）

新 刊 案 内

北海道新聞社が募
集した、愛犬の「と
っておきの１枚」を
まとめた写真集。
道内に住む愛らし
い犬たちに、思わ
ず笑みがこぼれま
す。応募約2,000点
の中から、飼い主
だけに見せるとび
きりステキな表情
1,018点を厳選。

「�
東
京
ホ
タ
ル
」

中
村　

航
ほ
か
／
著

「
旅
す
る
種
ま
き
び
と
」

早
川　

ユ
ミ
／
著

「�

聖
な
る
洞
窟
の
地　

エ
イ
ラ
地
上
の
旅
人
」

上
・
中
・
下

ジ
ー
ン
・
ア
ウ
ル
／
著

「
パ
ソ
コ
ン
の
困
っ
た
を
即
効
解
決
す
る
本
」

ノ
マ
ド
／
著

「�

命
の
ビ
ザ
を
繋つ

な

い
だ
男　

小
辻
節
三
と
ユ

ダ
ヤ
難
民
」

山
田　

純
大
／
著

「
原
色
日
本
島
図
鑑
」

加
藤　

庸
二
／
著

「�

尾
木
マ
マ
、
ど
う
し
て
勉
強
し
な
き
ゃ
い
け

な
い
の
？
」

尾
木　

直
樹
／
著

「�

体
育
の
コ
ツ
絵
辞
典
」

湯
浅　

景
元
／
監
修

「�

北
海
道　

水
辺
の
生
き
物
の
不
思
議
」

堀
内
タ
ケ
シ
／
著

「�

ニ
ャ
ン
と
も
ク
マ
っ
た
も
ん
だ
」

新
井　

洋
行
／
作

た
く
さ
ん
の
新
刊
が
皆
さ
ん
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

お
す
す
め
の
新
刊

北海道新聞社／編

☆�

特
別
展
示『
み
ん
な
の
夏
休
み

お
す
す
め
本
２
０
１
３
』

　
「
平
成
25
年
度
版
北
海
道
青
少
年
の
た
め

の
２
０
０
冊
」の
中
か
ら
、図
書
館
所
蔵
の
図

書
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
夏
の
読
書
や
読

書
感
想
文
に
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
期
間
／
８
月
31
日
㈯
ま
で

▼
場
所
／
特
集
展
示
コ
ー
ナ
ー

☆�

来
館
時
に
は「
図
書
館
用
バ
ッ

グ
」を

　

図
書
館
の
窓
口
で「
借
り
た
本
が
カ
バ
ン

に
入
り
切
ら
な
く
て
…
何
か
袋
あ
り
ま
せ
ん

か
？
」と
聞
か
れ
る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
雨
な
ど
で
濡
れ
る
と
本
が
傷
ん
で
し

ま
い
ま
す
。

　

お
手
持
ち
の
エ
コ
バ
ッ
グ
な
ど
を
、
図
書

館
用
バ
ッ
グ
と
し
て
活
用
し
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

※�

お
盆
の
間
も
開
館
し
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

中央２丁目４番１号

☎（よいほんいろいろ
4 4 4 4

）４８２‐１６１６

カワイイ!!道民わんこ

川湯エコミュージアムセンター（ＥＭＣ）☎４８３‐４１００
８月は8:00～17:00開館（無休）　８月３日㈯～18日㈰は開館時間を19:00まで延長！

　

形
の
違
う

マ
ツ
ボ
ッ
ク

リ
、木
の
枝
や

実
、葉
っ
ぱ
な

ど
が
目
の
前

に
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
を
使

っ
て
何
か
を

作
る
と
し
た

ら
、皆
さ
ん
は
ど
ん
な
モ
ノ
が
頭
の
中

に
浮
か
び
ま
す
か
？

　

セ
ン
タ
ー
で
は
、川
湯
の
森
の
恵
み

を
利
用
し
て
自
由
に
お
楽
し
み
い
た

だ
け
る
ク
ラ
フ
ト
コ
ー
ナ
ー
が
人
気

で
す
。フ
ク

ロ
ウ
や
タ

ン
チ
ョ
ウ
、

シ
カ
、ク
リ

ス
マ
ス
ツ

リ
ー
な
ど
、

と
て
も
個

性
豊
か
な

～川湯の森から～

作
品
が
次
々
に
生
み
出
さ
れ
、
ス
タ

ッ
フ
も
ビ
ッ
ク
リ
で
す
。「
こ
の
恐
竜

を
作
る
ん
だ
！
」と
言
っ
て
、お
気
に

入
り
の
絵
本
持
参
で
来
て
く
れ
た
男

の
子
。「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
へ
の
お
土
産
に
す
る
」と
１
時
間

近
く
か
け
て
仕
上
げ
た
小
学
生
の
姉

妹
も
い
ま
し
た
。夏
休
み
期
間
中
は
、

工
作
の
宿
題
と
し
て
創
作
に
励
む
子

ど
も
た
ち
の
姿
が
多
く
見
ら
れ
ま

す
。ご
家
族
で
挑
戦
し
て
み
て
は
い

か
が
で
す
か
？
か
え
っ
て
、
大
人
の

方
が
夢
中
に
な
っ
て
し
ま
う
み
た
い

で
す
よ
。

　

素
材
は
準
備
し
て
あ
り
ま
す
が
、

で
き
れ
ば
材
料
集
め
か
ら
始
め
る
の

が
お
ス
ス
メ
で
す
。自
然
素
材
を
使
っ

た
手
作
り
の
品
は
、
思
い
出
と
一
緒

に
ず
っ
と
残
る
こ
と
で
し
ょ
う
。今

年
の
夏
、
セ
ン
タ
ー
で
は
写
真
立
て

が
作
れ
る
キ
ッ
ト
も
用
意
し
て
い
ま

す
。ぜ
ひ
、作
り
に
来
て
く
だ
さ
い
。

自然素材を使って世界に一つだけの作品を！

どんな作品が生まれるかな

The�Summer�
Vacation�実施中！
　プレゼント付きの企画もあります。

親子で楽しんでください。

▼ �半田晴利・似顔絵展「釧路ロケマッ

プ・スターに乾杯！」－隠れている

文字を探してみよう。

▼ �硫黄って!?－川湯と言えば硫黄。

そのつながりを紹介。

▼ �アイヌ模様切り絵体験－折って切

るだけなのに、ハマります。

▼ �折り紙で北海道にいる動物を作

ろう。

▼ガイドウオーク随時開催！

　詳しくは、ホームページ（http://

www6.marimo.or.jp/k_emc/）も、ご覧

ください。

セ
ン
タ
ー
２
階
で
開
催
中
の
企
画
展


